
宣 言 日 令和　　４年10月5日

住 所 朝霞市下内間木52-1

県 内 企 業 等 の 名 称 株式会社 タテノ

代 表 者 役 職 氏 名 代表取締役 立野由紀子

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

経済

『高品質な製品の提供と、安全性確保に努め、従
業員が長く勤めたい会社を目指す』
　教育研修の充実化により資格取得を推進するこ
とにより、売上額の向上を目指します。
＜（現状値）202１年の数値＞
①1人当たり取得資格数：3.3件（累計280件）
②売上額：620百万円

＜2030年に向けた指標＞

①4件（累計340件）　②700百万円

＜取組開始３年後に向けた指標＞

①3.5件（累計300件）　②640百万円

『地域と共に生き、地域から必要とされる会社を
目指す』
　地域の学校からの職場体験等の受入を行い、社
会貢献する。

＜（現状値）202１年の数値＞
職場体験等の受入数：0名（０団体）

＜2030年に向けた指標＞

40名（4団体）

＜取組開始３年後に向けた指標＞

10名（2団体）

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、「環境」「社会」
「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載してください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、現時点での数値を御記入ください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

①2021年比　10％削減　②810,000kwh/年

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

①2021年比　5％削減　②830,000kwh/年

『不具合品の削減』『ピーク電力の抑制』
　廃棄物の削減や消費電力の削減を通して環境負
荷の低減に取組む。

＜（現状値）202１年の数値＞
①不具合品による廃棄物量：約85kg
②使用電力量：850,928kwh/年

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

　当社は超硬合金を使用した、切削工具、チップ、ホルダー、耐磨耗製品やブレードなど、自動車産業や航空機産業、精
密機械産業に欠かせない工具を製造しております。不具合品をなくし、好品質な製品の提供に努め、環境負荷の低減
に取組む考え方は、持続可能な開発目標（SDGｓ）と同じ方向を目指すものであり、社員一人ひとりが誠実に事業活動
に取組むことより、SDGｓの達成に貢献して参ります。

株式会社 タテノ

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会


